
Wカセット・ＷＣＤコピー
マルチプレーヤー

型番：ＴＳ-6159



●電源

　　ＡＣ100Ｖ

●本体サイズ

　　サイズ ： 約Ｗ36.4ｘＨ30.5ｘＤ34.5cm

     　重量 ： 約 7.3Kg

●アンプ

　　消費電力 ： 78Ｗ

　　周波数特性 ： 60Ｈｚ～ 20ＫＨｚ

●バスレフ型スピーカー

　　サイズ ： 約Ｗ13ｘＨ25ｘＤ13.5cm

     　重量 ： 約 1.1Kg （1 個）

　　　 出力 ： 最大５Ｗｘ２

　　　インピーダンス ： ４Ω

●入力／出力端子

　　本体背面 ： 外部入力 「AUDIO」 端子

　　本体背面 ： 外部出力 「AUDIO」 端子

　　

●レコード

　　モーター ：ＤＣ方式

　　駆動方式 ： ベルトドライブ

　　回転数 ： 33-1/3 ・ 45 ・ 78ｒｐｍ

　　信号雑音率 ： 50ｄｂ（IEC-A)

    カートリッチ ： セラミックステレオカートリッチ

　　針 ： サファイア針

●ＣＤ

　　周波数特性 ： 60Ｈｚ～ 20ＫＨｚ +/-4ｄｂ

　　信号雑音率 ： 50ｄｂ（IEC-A)

  　右側 ：ＣＤ１再生専用

　　左側 ：ＣＤ再生 / 録音機能

●カセット

　　ワウ ・ フラッター ： 0.4％ （WRMS)

　　周波数特性 ： 125Hz～ 6300Hz +/-6db

　　DECK1 再生 ・ 録音／ DECK2再生専用

●ラジオ （ワイドＦＭ対応）

　　ＦＭ： 76MHz～ 108MHz

　　ＡＭ： 531KHz～ 1602KHz





スピーカー端子



❖ＣＤ操作ボタン（上段左記） 
電源ボタン
手動曲番入りボタン
自動曲番入りボタン
削除ボタン
完成ボタン
録音レベル±ボタン
早/遅ボタン
戻りボタン
送りボタン
録音ボタン
再生/一時停止ボタン
停止ボタン
開/閉ボタン

❖ＣＤ１と機能切替ボタン（上段右記）
テープボタン
ラジオボタン
レコードボタン
外部入力/ＣＤ１ボタン
ＣＤ/　 ボタン
音量±ボタン
開/閉ボタン
リピートボタン
スキャンボタン
戻りボタン
送りボタン
停止ボタン
再生/一時停止ボタン

❖カセット１「DECK1」の操作ボタン
録音ボタン
再生ボタン
巻戻しボタン
早送りボタン
停止/取出ボタン
一時停止ボタン

❖ディスプレイ
❖ターンテーブル
❖ＣＤのトレー
❖ＣＤ１のトレー
❖カセット１のトレー
❖カセット２のトレー

ＦＭＡＭラジオ
外部入力端子
スピーカー端子
外部出力端子
電源プラグ

　　　　　●ＣＤは左側トレイの操作ボタン
：主電源ボタン
：曲と曲の間に曲間を手動でつける
：曲と曲の間に曲間を自動でつける
：録音した曲を削除する
：他のプレーヤーでも聴けるようにする
：規定録音レベル以外に調整する
：カセットからカセットの録音時の速度調整
：後に戻る
：先に進む
：ＣＤへの録音
：ＣＤの再生または一時停止
：ＣＤの再生を停止する
：ＣＤのＣＤトレー開閉

　　　　　　　　　     ●ＣＤ１は右側トレイ操作ボタン
：テープを使用する
：ラジオを使用（ＡＭ/ＦＭ）する
：レコードを使用する
：ＣＤ１または外部プレーヤー接続時使用
：ＣＤまたはBluetooth使用する
：音量調整
：ＣＤ１のＣＤトレー開閉
：曲を一曲またはＡＬＬ再生する
：ラジオチャンネルをスキャンする
：ＣＤ１/またはラジオ選局を先に送る
：ＣＤ１/またはラジオ選局を後に戻す
：ＣＤ１の再生を停止する
：ＣＤ１の再生または一時停止

：カセットテープへの録音時に使用
：テープの再生
：テープの戻し
：テープの送り
：テープの停止/取出
：テープの一時停止

：各操作が表示される
：レコード盤（33.45.78）をセット部
：ＣＤ（再生/録音）用トレーセット部
：ＣＤ１（再生専用）用トレーセット部
：ＤＥＣＫ１（再生/録音）用トレーセット部
：ＤＥＣＫ２（再生専用）用トレーセット部

：ＦＭ用コードアンテナ／ＡＭ用ループアンテナ
：外部プレーヤーと接続する場合に使用
：スピーカーピンジャックを差込む
：外部アンプへ接続する場合に使用
：ＡＣ１００Ｖコンセントへ差込む

：テープの再生
：テープの戻し
：テープの送り
：テープの停止/取出
：テープの一時停止

❖カセット２「DECK2」の操作ボタン
再生ボタン
巻戻しボタン
早送りボタン
停止/取出ボタン
一時停止ボタン

各部の名称と機能
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機能切替

Bluetooth, ラジオ
レコード , テープ
ＣＤ, 外部入力 ,ＣＤ１

ＣＤ１の開 / 閉ボタン
ＣＤ１の停止ボタン

Bluetooth 選択ボタン

ＣＤ選択ボタン

ＣＤ１の曲リピート （繰返し） ボタン

ＣＤ再生と一時停止ボタン

ＣＤ１再生と一時停止ボタン

※FM/AM の選局ボタンとしても頭出しボタンの
　 使用ができます



ＣＤ/カセットテープの取扱注意事項
❖使用できるＣＤは・・・

・ＣＤ－Ｒ／ＣＤ－ＲＷと購入時のラベルや印刷面に記載

※ＶＣＤ、ＤＶＤ、Ｂｌu-ｒｅｙ、音声多重ＣＤはご使用できません。

※本機はＣＤの標準規格に従って設計されています。

※規格外のＣＤの場合動作できない恐れがあります。

❖ＣＤを取扱うときの注意

・ディスクをＣＤトレイにセットするときは「印刷面」を上にして

　セットします（キラキラ光っている「読取面」を下にセット）

・「読取面」に指紋、汚れがあるときは、必ずやわらかい布で中央

　から外の方向へ軽く拭き汚れを取り除きます。

・使用後のディスクは、ゴミや汚れ、キズ等を防ぐために必ず、保護

　ケースに入れて保管してください。

・「読取面」には直接手「指」を触れないように持ってください。

・ベンジンやシンナー、アルコール、レコードクリーナー、静電気防止

　剤などの化学溶剤はディスクを傷めますので使用しないでください。

・ラベル等を「読取面」に絶対に貼らないでください。

・ディスク「印刷面」にタイトル、日付け、曲名などを書き込む場合は

　専用のペンを使用してください。

※先のとがった（ボールペン）の場合「印刷面」が削られメディアの

　　損傷により読取不可（再生不可）になります。

❖本機使用後のメディアについて

・ＣＤ、カセットテープ、レコードは使用後、必ず本機から取出しケース

　で保管ください。（本機にいれたままにしないでください

❖カセットテープの取扱について・・・

・本機では「ノーマルポジションテープ６０分以内」をご使用ください。

　６０分以上の９０分/１２０分テープはテープ自体が薄いため、再生

　ヘッド部やピンチローラー部に巻きつく恐れがあります。

・音声多重テープをご使用の場合は、片方のスピーカーからしか

　音声がでません。

❖テープを取扱うときの注意

・本機使用後は必ず、本機から取出し保護ケースで保管ください。

・誤消去防止「ツメ」を折ったテープでは「録音ボタン」を押せません

　無理に押すと故障の原因になります。（誤って折ってしまったり、

　再び録音をしたい場合はセロテープなどで穴をふさぐと録音できます）

・テープをセットするとき必ずテープの「たるみ」をとってから使用して

　ください。たるんだまま使用するとテープが内部で絡まってしまい

　故障の原因となります。（鉛筆/ボールペンなどを使用したるみを取っ

　てからセットしてください）
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❖使用手順❖

①電源プラグをコンセントに差込電源ボタンを押します。

　　ディスプレイが青く点灯します

　　（初期設定はＦＭラジオモード / ノイズ音がでます）

②レコードボタンを押します。 ディスプレイに 「---BUSY」 表示

 　しばらくすると 「PHONO」 （レコードの意味） 表示に変わります。

③下記図 「針保護カバー / 白色」 を外します。

④トーンアームクランプ / ストッパーを外します。

⑤右面ターンテーブル図に沿って操作してください。

針先 「赤色部分の先端です」

交換時以外は絶対に外さないでください。

❖準備❖　本機 （背面） スピーカー端子にスピーカーを差込ます。



調整 「ねじ」

初期設定締まっています

時計回り （右回り） で緩めて

調整ください

※⑧⑨の操作手順同様

トーンアーム
クランプ
（ストッパー）



録音　　　　   再生　　　　  戻り　　　　   送り　　  停止/取出し  一時停止　 再生　　　　  戻り　　　　   送り　　  停止/取出し  一時停止　

テープは左→右に流れます

テープセットの方向

カセットセット部
ＤＥＣＫ２

カセットセット部
ＤＥＣＫ1

❖DECK 2使用手順❖

①「電源ボタン」 を押す、 ディスプレイが点灯。

②「テープボタン」 を押す、 ディスプレイに 「TAPE」 表示。

③「DECK２」 セット部 「停止 /取出ボタン」 を押す。

④テープをセットします、 左記図を確認しセットします。

⑤トレイを閉めるときは上記図の 「★」 位置を指で

　ゆっくりと押します。

⑥「再生ボタン」 を押します。 スピーカーから音声がで

　　ます、 「音量ボタン」 でお好みに合わせます。

⑦再生を止める場合は 「停止 /取出ボタン」 を押す。

※「早送りボタン」 早送り／ 「巻戻しボタン」 巻戻しで

　 お好みの曲に合わせます。

❖「DECK1」 セット部でも再生ができます、 基本動作は 「DECK２」 と同様です



ラジオボタン

①「電源ボタン」 を押す、 「ディスプレイ」 が点灯します。

　　初期設定は 「ラジオ /７６.０MHz」 FM ラジオが表示されます。

②「スキャンボタン」 を押す 、ＦＭ局の受信チャンネルをチェックします。

③「ラジオボタン」 をもう一度押し、 再度 「スキャンボタン」 を押す。

　 ＡＭ局の受信チャンネルチェックを行います。 （約２０秒～３０秒）　これで準備ＯＫです

④ラジオボタンを押し、 リピートボタン （本体 / リモコン） を押します。

⑤「戻り」 「送り」 ボタンでスキャンし登録されたお好みの局数を選択します。

※コンセントを抜いた状態で長時間経過しますと一度受信チャンネルチェックした

　 情報が消えます。 再度、 「スキャンボタン」 で②③を行ってください。

受信しやすい角度や
場所を確認し延ばします

ディスプレイに周波数と 「MHz(FM)/KHz(AM)」 表示

●ラジオボタンを押すたびに 「MHz(FM)/KHz(AM)」 が切換ります

※「FM」 「AM」 の表示がされません 「FM」→MHz   「AM」→KHz と表示されます。



ＣＤ1/CDプレーヤーの使い方

- -

ＣＤからＣＤへの録音の場合

再生用ＣＤは右側にセット

録音用ＣＤは左側にセット

します

左側 （ＣＤ） 右側 （ＣＤ１）



ＣＤ1 / CD プレーヤーの使い方

電源プラグをコンセントに差込み
「電源ボタン」 を押す

「ＣＤ/　ボタン」 を押す

ＣＤ１の 「開閉ボタン」 を押す
ＣＤセット部トレイが出てきます

ＣＤ１の 「再生 /一時停止」
ボタンを押す

ＣＤの 「再生 /一時停止」
ボタンを押す

ディスプレイが 「青く点灯」 します

初期設定 「ＦＭラジオモード」。 使用後

最後に使用したモードが始動作します

BUSY ・ ・ ・ 表示は 「動作中の意味」

消えるまで他のボタンを押さない

ＣＤの向きを確認しトレイにセットする
必ず 「開閉ボタン」 で閉じます
※指でトレイを押し込まないでください

スピーカーから音声がでます
音量調節でお好みの音量に合わせる

「外部入力 /ＣＤ１」 ボタンを押す

ＣＤ１の使い方 / 右側トレイ

ＣＤの使い方 / 左側トレイ

電源プラグをコンセントに差込み
「電源ボタン」 を押す

ディスプレイが 「青く点灯」 します

初期設定 「ＦＭラジオモード」。 使用後

最後に使用したモードが始動作します

ＣＤ１の 「停止ボタン」 を押す

BUSY ・ ・ ・ 表示は 「動作中の意味」

消えるまで他のボタンを押さない

ＣＤの 「開閉ボタン」 を押す
ＣＤセット部トレイが出てきます

ＣＤの 「停止ボタン」 を押す

ＣＤの向きを確認しトレイにセットする
必ず 「開閉ボタン」 で閉じます
※指でトレイを押し込まないでください

スピーカーから音声がでます
音量調節でお好みの音量に合わせる
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※４５回転レコード盤の場合は

ＥＰ盤用アダプターを先にセットします

ＣＤ（RECORDER）
開閉ボタン 

ＣＤ（RECORDER）
再生 / 一時停止ボタン 

ＣＤ２ボタン

音量調整ボタン

レコードボタン



電源プラグをコンセントに差込み
「電源ボタン」 を押す

「ＣＤ/　ボタン」 を押す

ＣＤの 「開閉ボタン」 を押す
ＣＤセット部トレイが出てきます

※ＣＤに指紋、 汚れがある場合
　 は 「読取認識」 されません

「レコードボタン」 を押し、 次に
「自動曲番入ボタン」 を押す

ターンテーブルにレコードをセット
※セット方法はレコード再生方法
　 を参照ください

「録音ボタン」 を押す

「ＣＤ再生ボタン」 を押す
すぐにレコードに針をのせます

もう一度レコードに針をのせると
自動的に録音が再開します

仮録音終了　ＣＤの
「停止ボタン」 を押します

仮録音を確認する場合は 「ＣＤ/
　 ボタン」 を押す . 録音した分秒数
表示を確認し再生ボタンを押す

Ａ面が終了後、 ターンテーブル
が停止し、 自動で録音停止します

ディスプレイが 「青く点灯」 します

初期設定 「ＦＭラジオモード」。 使用後

最後に使用したモードが始動作します

BUSY ・ ・ ・ 表示は 「動作中の意味」

消えるまで他のボタンを押さない

ＣＤの向きを確認しトレイにセットする
必ず 「開閉ボタン」 で閉じます
※指でトレイを押し込まないでください

録音用ＣＤが認識されると 「左記表示」

※何も録音されていない場合

曲と曲との間 「トラックＮｏ．」 を自動

で付けるためのボタンです

AUTO TRACK が表示される

※注意
この時点ではレコードに針を置きません

録音 「ＲＥＣ」 が表示され
録音 ： 一時停止状態になります

録音がスタートスピーカーより音声がで

ます。 お好みの音量に調節します

※録音レベル規定 「00」 です

ターンテーブルが停止すると自動的アー
ムリフトにアームが戻ります
Ａ面からＢ面へレコードを裏返す、 または
他のレコードに交換します

録音が再開しスピーカーから音声

がでます

レコードが終了するとターンテーブル
が停止し、 アームリフトに自動的に
アームが戻る

スピーカーより音声がでれば録音成功
です。 停止ボタンで演奏停止します

PHONO

CD

NO TOC CD-R

AUTO TRACK

CD

CD

AUTO TRACK

NO TOC CD-R
PHONO

AUTO TRACK

NO TOC CD-R

PHONO

PHONO

PHONO

PHONO

PHONO

NO TOC CD-R

NO TOC CD-R

NO TOC CD-R

NO TOC CD-R

NO TOC CD-R

NO TOC CD-R

AUTO TRACK

AUTO TRACK

AUTO TRACK

AUTO TRACK

CD



録音　　　　   再生　　　　  戻り　　　　   送り　　  停止/取出し  一時停止　 再生　　　　  戻り　　　　   送り　　  停止/取出し  一時停止　

カセットセット部
ＤＥＣＫ２

カセットセット部
ＤＥＣＫ1

❖使用手順❖

①「電源ボタン」 を押す。 （ディスプレイが点灯）

②「テープボタン」 を押すディスプレイに 「TAPE」 表示。

③「DECK２」 セット部 「停止 /取出ボタン」 を押し、 音楽テープをセットする。

④「DECK１」 セット部 「停止 /取出ボタン」 を押し、 （空） テープをセットする。

※トレイを閉めるときは上記図の★印をそれぞれ DECK ごとに指で同時に

　ゆっくりと押し閉めます。

⑤「DECK１」 の 「録音」 と 「再生」 ボタンを同時 「ギュッ」 と押します。

⑥「DECK２」 の 「再生ボタン」 を押します。 スピーカーから音声がでる。

　録音スタート。

⑦録音を止める場合は 「DECK１」 「停止 /取出ボタン」 を押し、 録音停止

　次に⑧再生している 「DECK２」 「停止 /取出ボタン」 を押し再生を止めます。

⑨倍速録音 「早 /遅」 ボタンで （1/2 の録音時間） が可能です。

　※⑤の録音ボタンの前に押してください。 （押した状態の場合、 スピーカーから

　聴こえる音声は早回しのように聴こえます。）　

カセットからカセットへの録音方法
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録音　　　　   再生　　　　  戻り　　　　   送り　　  停止/取出し  一時停止　 再生　　　　  戻り　　　　   送り　　  停止/取出し  一時停止　

カセットセット部
ＤＥＣＫ１

①「電源ボタン」 を押すディスプレイが点灯。

②「テープボタン」 を押すディスプレイに 「TAPE」 表示。

③「DECK１」 セット部 「停止 / 取出ボタン」 を押し、 （空） テープをセットする。

④トレイを閉めるときは上記図の 「★」 「★」 をそれぞれ指で同時に

　ゆっくりと押し閉めます。 　

※録音したいモードに切替ボタンで選択します。

   テープ、ＣＤ１、 Bluetooth、 レコード、 ラジオ ( ディスプレイ表示を確認します）

⑤「DECK１」 の 「録音」 と 「再生」 ボタンを 「ギュッ」 と同時に押します。

⑥録音したいモードの 「再生ボタン」 またはレコードの場合は針をのせます

※再生の方法は各プレーヤーの使い方を参照ください。

　（再生するとスピーカーから音声が流れ録音スタートです。）

⑦録音を止める場合は 「DECK１」 「停止 / 取出ボタン」 を押し次に再生

　しているプレーヤーを停止します。

※レコードの場合は針を戻します。

※倍速録音機能はカセットからカセットへの録音時のみです。

カセットへの録音方法 CD からカセット /Bluetooth からカセット
ラジオからカセット / レコードからカセット 
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- -

ＣＤからＣＤへの録音の場合

再生用ＣＤは右側にセット

録音用ＣＤは左側にセット

します

左側 （ＣＤ） 右側 （ＣＤ１）



ＣＤからＣＤへの録音方法

電源プラグをコンセントに差込み
「電源ボタン」 を押す

「ＣＤ/　ボタン」 を押す

ＣＤの 「開閉ボタン」 を押す
ＣＤセット部トレイが出てきます

※ＣＤに指紋、 汚れがある場合
　 は 「読取認識」 されません

「録音ボタン」 を押す

「ＣＤ　再生ボタン」 を押し、 次に
「ＣＤ１再生ボタン」 を押す

仮録音終了
ＣＤ　　「停止ボタン」 を押し、 次に
ＣＤ１ 「停止ボタン」 を押す

録音を確認する場合は 「ＣＤ/
　 ボタン」 を押し録音した分秒数
表示を確認し再生ボタンを押す

ディスプレイが 「青く点灯」 します

初期設定 「ＦＭラジオモード」。 使用後

最後に使用したモードが始動作します

BUSY ・ ・ ・ 表示は 「動作中の意味」

消えるまで他のボタンを押さない

ＣＤの向きを確認しトレイにセットする
必ず 「開閉ボタン」 で閉じます
※指でトレイを押し込まないでください

録音用ＣＤが認識されると 「左記表示」

※何も録音されていない場合

曲と曲との間 「トラックＮｏ．」 を自動

で付けるためのボタンです

AUTO TRACK が表示される (p.27)

音楽ＣＤの向きを確認しトレイにセット
します。 必ず開閉ボタンで閉じる
※トレイを指で押込まないでください

録音 「ＲＥＣ」 が表示され
録音 ： 一時停止状態になります

録音がスタート
スピーカーから音声がでます

お好みの音量に調節
録音レベル規定は 「００」 です

スピーカーより音声がでれば録音

成功です停止ボタンで演奏停止します

CD

CD

CD

NO TOC CD-R

NO TOC CD-R

CD

「外部入力 /ＣＤ１」 ボタンを押し
次に 「自動曲番入ボタン」 を押す

ＣＤ１の 「開閉ボタン」 を押す
ＣＤセット部トレイが出てきます
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上記で、 仮録音終了です。 完成処理を行っておりませんので空き容量 （録音可能分数） があれば

追加録音することもできます。 但し、 この状態では他のプレーヤーでは再生できません。

ＣＤは約７４分の録音が可能ですので、 残りの空き容量 （録音可能分数） を確認し追加録音または

完成処理 （ファイナライズ） を行ってください。※完成処理 （ファイナライズ） 方法 P.25



外部音楽プレーヤーからＣＤへの録音方法

ＣＤボタン

ＣＤボタン



外部音楽プレーヤーからＣＤへの録音方法

電源プラグをコンセントに差込み
「電源ボタン」 を押す

「ＣＤ/　ボタン」 を押す

ＣＤの 「開閉ボタン」 を押す
ＣＤセット部トレイが出てきます

※ＣＤに指紋、 汚れがある場合
　 は 「読取認識」 されません

接続したい音楽プレーヤーと
本機背面の外部入力端子を
接続ケーブルでつなぎます

「録音ボタン」 を押す

「ＣＤ再生ボタン」 を押す

仮録音終了　ＣＤの
「停止ボタン」 を押します

仮録音を確認する場合は 「ＣＤ/
　 ボタン」 を押し録音した分秒数
表示を確認し再生ボタンを押す

接続した音楽プレーヤーを
再生します

ディスプレイが 「青く点灯」 します

初期設定 「ＦＭラジオモード」。 使用後

最後に使用したモードが始動作します

BUSY ・ ・ ・ 表示は 「動作中の意味」

消えるまで他のボタンを押さない

ＣＤの向きを確認しトレイにセットする
必ず 「開閉ボタン」 で閉じます
※指でトレイを押し込まないでください

録音用ＣＤが認識されると 「左記表示」

※何も録音されていない場合

曲と曲との間 「トラックＮｏ．」 を自動

で付けるためのボタンです

AUTO TRACK が表示される (P.27)

録音 「ＲＥＣ」 が表示され
録音 ： 一時停止状態になります

録音がスタート

スピーカーから音声がでます

接続している外部音楽プレーヤー

も停止ボタンで再生を止めます

スピーカーより音声がでれば録音

成功です停止ボタンで演奏停止します

CD

CD

CD

NO TOC CD-R

NO TOC CD-R

CD

「外部入力 /ＣＤ１」 ボタンを２回
押し 「AUX」 にします
次に 「自動曲番入ボタン」 を押す

ＡＵＸにする
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上記で、 仮録音終了です。 完成処理を行っておりませんので空き容量 （録音可能分数） があれば

追加録音することもできます。 但し、 この状態では他のプレーヤーでは再生できません。

ＣＤは約７４分の録音が可能ですので、 残りの空き容量 （録音可能分数） を確認し追加録音または

完成処理 （ファイナライズ） を行ってください。※完成処理 （ファイナライズ） 方法 P.25



録音　　　　   再生　　　　  戻り　　　　   送り　　  停止/取出し  一時停止　 再生　　　　  戻り　　　　   送り　　  停止/取出し  一時停止　

テープは左→右に流れます

テープセットの方向

カセットセット部
ＤＥＣＫ２

カセットセット部
ＤＥＣＫ１

１． 「電源ボタン」 を押すディスプレイが点灯。

２． 「テープボタン」 を押すディスプレイに 「TAPE」 表示。

３． 「DECK2」 セット部 「停止 / 取出ボタン」 を押す。

４． 左記図を確認し、 カセットテープをセットします。

５． トレイを閉めるときは上記図の 「★」 位置を指で

　ゆっくりと押します。

６． 「録音ボタン」 を押します。

７． 「ＣＤ再生 / 一時停止ボタン」 を押し、 「DECK2」 の

　再生ボタンを押します。 スピーカーから音声が流れます

８．Ａ面終了後、ＣＤ「停止ボタン」 で録音を停止します。

　「DECK2」 の停止ボタンを押し再生を停止します

※Ｂ面録音時は右ページ⑧から行ってください。

❖「DECK1」 セット部でも録音用の再生ができます。 （基本動作は 「DECK２」 と同様です）

カセットからＣＤへの録音方法

カセット [DECK] の基本操作方法
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電源プラグをコンセントに差込み
「電源ボタン」 を押す

「ＣＤ/　ボタン」 を押す

ＣＤの 「開閉ボタン」 を押す
ＣＤセット部トレイが出てきます

※ＣＤに指紋、 汚れがある場合
　 は 「読取認識」 されません

「テープボタン」 を押し、 次に
「自動曲番入ボタン」 を押す

カセットセット部にテープをセット
※カセットプレーヤーの使い方
　 を参照ください

「録音ボタン」 を押す

「ＣＤ再生ボタン」 を押す
セットした方のカセット再生ボタン
を押します

テープを交換しテープの再生ボタン
を押す、 自動的に録音が再開し
ます※オートトラック時

仮録音終了
「停止ボタン」 を押します

仮録音を確認する場合は 「ＣＤ/
　 ボタン」 を押した録音し分秒数
表示を確認し再生ボタンを押す

Ａ面が終了後、 自動で録音が
停止します

ディスプレイが 「青く点灯」 します

初期設定 「ＦＭラジオモード」。 使用後

最後に使用したモードが始動作します

BUSY ・ ・ ・ 表示は 「動作中の意味」

消えるまで他のボタンを押さない

ＣＤの向きを確認しトレイにセットする
必ず 「開閉ボタン」 で閉じます
※指でトレイを押し込まないでください

録音用ＣＤが認識されると 「左記表示」

※何も録音されていない場合

曲と曲との間 「トラックＮｏ．」 を自動

で付けるためのボタンです

AUTO TRACK が表示される （P.27）

※注意 ： カセットセット部 （DECK1/2）
どちらでも可能です

録音 「ＲＥＣ」 が表示され
録音 ： 一時停止状態になります

録音がスタート、 スピーカーから音声

でますお好みの音量に調節します

録音レベル規定 「00」 です

Ａ面からＢ面へテープを裏返す
または他のテープに交換します

録音が再開しスピーカーから音声

がでます

テープの 「停止ボタン」 を押す

スピーカーより音声がでれば録音

成功です停止ボタンで演奏停止します

TAPE

CD

NO TOC CD-R

AUTO TRACK

CD

CD

AUTO TRACK

NO TOC CD-R
TAPE

AUTO TRACK

NO TOC CD-R

TAPE

TAPE

TAPE

TAPE

TAPE

NO TOC CD-R

NO TOC CD-R

NO TOC CD-R

NO TOC CD-R

NO TOC CD-R

NO TOC CD-R

AUTO TRACK

AUTO TRACK

AUTO TRACK

AUTO TRACK

CD

カセットからＣＤへの録音方法
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上記で、 仮録音終了です。 完成処理を行っておりませんので空き容量 （録音可能分数） があれば

追加録音することもできます。 但し、 この状態では他のプレーヤーでは再生できません。

ＣＤは約７４分の録音が可能ですので、 残りの空き容量 （録音可能分数） を確認し追加録音または

完成処理 （ファイナライズ） を行ってください。※完成処理 （ファイナライズ） 方法 P.25



Bluetooth の受信と録音方法

BluetoothBluetooth

音量調整

ボタン

選択ボタン

設定画面にて Bluetooth

「ON」 ✔E-5020 します

音楽プレーヤーの再生

をします

①電源をコンセントに差込み 「電源ボタン」 を押す。

　 ディスプレイが点灯し初期設定 （76.0MHz/FM ラジオ） になります。

②「ＣＤ/　ボタン」 を２回押す （ディスプレイに 「Bluetooth」 表示）

③受信したい Bluetooth 送信機器 （例） スマートフォンの設定画面で Bluetooth を 「ON」 にする。

　しばらくすると 「E-5020」 が表示されます。 自動で✔マークが入らない場合は手動で✔します。

④送信機器 （例） スマートフォンの音楽プレーヤーを再生します。

⑤本機スピーカーより音声が流れますのでお好みの音量に調整します。

⑥終了する場合は送信機器 （スマートフォン） の再生を止めます （停止ボタン）

再生基本操作

●左側トレイにＣＤをセットします （ＣＤの使い方を参照ください）

●「ＣＤ/   ボタン」 を押します。

●ＣＤの 「録音ボタン」 を押す、 一時停止状態になります

●ＣＤの 「再生 / 一時停止ボタン」 を押す （録音開始）

　　※自動曲番ボタンを押す P.27

●上記④（例） スマートフォンの音楽プレーヤーを再生します

●本機スピーカーより音声が出ます （録音中）

●終了時はＣＤの 「停止ボタン」 次にスマートフォンの

　音楽プレーヤーも停止します （録音終了）

●カセット 「DECK1」 にテープをセットします

　　（カセットの使い方を参照ください）

●上記②③を行います

●カセット 「DECK1」 の 「録音 / 再生ボタン」 を同時に 「ギュッ」

　 と押す

●上記④（例） スマートフォンの音楽プレーヤーを再生します

●本機スピーカーより音声がでます （録音中）

●終了時はカセット１ 「DECK1」 の 「停止ボタン」 次に

　スマートフォンの音楽プレーヤーも停止します （録音終了）

Bluetooth からＣＤへの録音方法

Bluetooth からカセットへの録音方法
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「CD/  」 を押し左側のトレイに

仮録音されたＣＤをセットします

※NO TOC が表示されれば解除成功です。



ＣＤ-ＲＷの曲データ消去方法

NO TOC CD-RW

NO TOC CD-RW

NO TOC CD-RW
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※完成処理 （ファイナライズ済）ＣＤ－ＲＷでの一曲ずつの

　 消去は P.25 のファイナライズ解除を行ってからでないと

　 消去できません。



外部音楽プレーヤーとの接続方法

※付属のケーブルは両側赤白ピンジャック、　
　 です。接続するプレーヤーの端子に合った
   ケーブルをご使用ください。

27

※接続するプレーヤーの端子が3.5ｍｍの
　 場合は付属のケーブルは合いません。



「BUSY」 が消えないときは一度電源をＯＦＦ/ コンセントも抜き、 １０分程放置します （放電）
再びコンセント / 電源を入れてください。 それでも機能回復しないときは再度コンセントを抜き
一日放置してから試してください。※ＣＤが入りっぱなしで機能回復しない場合は上記を試した
あとにカスタマサポートへご連絡ください。
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※ボタン操作は 「パチッと」 押してください。 （長押しは必要ありません）
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●受信しやす方向にループアンテナを動かして調整してください。
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